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序 説
昭和4日年度の全国中学校学力調査は ，国語，社会，数学 ，理科なよび英語について，第2学年会よ
び第5学年の生徒を対象lてして行なわれた。文部省は，との調査の目的について ，r中学校第2学年な
よび第5学年の生徒の国語，社会，数学，理科な主び英語についての学力の実態をとらえ ，教育課程K
関する方策の樹立， 学習指導の改善に役立てる資料とする。~な ， 調査の結果は，教育条件の整備K も
利用するものとする。」と発表しているが，学力調査の結果は，文部省 ・教育委員会などの教育行政機
関Kないて活用されるだけで左<，各中学校，各学級Kないても ，活用されることが望ま しい。
ととろが，学力調査の結果を直接K分析する方法だけでは，生徒のもっている基礎的な知識 ・理解や ，
問題解決の過程念どを推測するととは必ずしも容易では念い。そとで ，当教育研究所では，昭和38年
度から ，r全国学力調査の結果K関する分中府守研究」をとりあげ，全国学力調査の応答分析左どの方法
だけKよって推測するととの困難左ととがらtてついては ，分析的問題Kよる方法衣どを伺いて研究し ，
教育課程や学習指導の改善のための資料を作成してきた。その研究の結果は ，研究紀要第45集 「昭和
3 8年度全国学力調査の結果K関ナる分析的研究J公よび ，研究紀要第4 7集 「昭和 39年度全国学刀
調査の結果に慢する分析的研究」としてまとめられている。したがって ，との研究は ，第3年次の研究
である。
I 研究の 目的
との研究は ，全国中学校学力調査の結果K関して分析的vc研究し ，その成果を ，教育課程や学習指導
の改善に活用しようとするねらいをもっている。そのねらいを ，さらK具体的Kいえば，次のようK左
る。
a 問題を解決するために必要?を知識-理解 -技能などの様態を具体的K把握する。
b 問題を解決する過程を分析し，その過程Kなける生徒のつまずきや思考の段態をさぐる。
c 問題と ，問題のねらいKついて検討し ，学力調査にあらわれた生徒の学力の質を吟味するの
d 上のa， b ， cの分析によって ，指導内容の検討合よび指導方法の改善K役だっ資料を作成する。
I 研究の内 容 と方法
1 研究の方針
a 各教科とも ，指導内容の一つまたは二つの分野 ・領域などの調査問題κついて研究する。
全国中学校学力調査は，各教科とも ，調査する学年の前学年までK含まれる指導事項について出
題されているから，その範囲は ，学習指導要領K示されているその学年の内容全部である。また，
調査問題の数(IJ潤数)は ，22- 35問というかなりの量である。とれらの広い範囲Kわたって，
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しかも全調査問題Kついて分析的研究を進めるととは，さまざまな事情から不可能であるので，各
教科とも研究対象を指導内容の一つまたは二フの分野 ・領域左どの調査問題κしぼって，密度の高
い研究ができるようにした。
b 各教科とも，第 2 学年~kfi第 3 学年のどちらかの学年だけを研究の対象にする乙と Kした。
その理由は ，a trL述べた理由と向じである。
c 学年閣の関連や ，調査問題間の関連を重視する。
b 1(述べたようtrL，研究対象学年を一つの学年κしぼったのであるが，その学年の研究を深める
ためKは，その前後の学年との比較ゃ，系統的念発展左どκ着白しなければf.l:ら左い。そとで ，ζ
り研究を進めるにあたって ，必要K応じて研究対象学年以外の学年の生徒Uてついての資料も収集す
るととKした。
また，個々の調査問題trLついての調査の結果を分析するだけでなく，調査問題相互の関連につ¥/)
てもじゅうぶん検討し ，それYLよって ，とりあげた領域全体tてついての指導の系統や学習指導の方
法念どについての要点、を明らかにするように努めた。
d I>'もな研究方法として
ア応答調査 イ 分析的問題による調査 ク付帯調査
を用いる。
とれらの方法については，後trL述べる ζ とにする。
2 研究 の 内 容
(1)研究対象学年
国語 …..… 第 5学年
社会 ・…ー-第2学年
数学 …・…・第5学年
理科 …._.第 3学年
英語 ・・… ー第5学年
(2) 研究内容を選択す る条件
各教科Kがいて研究内容としてと bあげる領域は，次の条件のうちのいくつかにあてはまるものの中
から選択するととにした。
a その領域が，教育課程の構成や ，学習指導にあたって ，研究すべき問題点を多く含んでいるロ
b 全国中学校学力調査Kないて ，その領域の問題の正答率が低い。または ，生徒の誤答の原因が分
析しにくいo
c 全国中学校学力調査VC:!，~いて ， その領域の問題と問題のねらいに検討を加える必要がある。
d 昭和38年度沿よび39年度の「全国学力調査の結果K関ナる分析的研究JtrL合いて，その領域
の問題をとりあげてい念い。あるいはとの反対trL，昭和39年度の「全国学力調査の結果Irc関する
分析的研究」でとりあげた領域と同ーの領域一 継続研究である。
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(3) 研究内容としてとりあげた領域と調査問題番号
国語 一・… 文朝包文章の読解 調査問題番号 Z年白
社会……・・大縮尺の地図の読み方 調査問題番号 2年白
数学 …・…一数量関係 調査問題番号 3年回目回
理科…..…化学的内容 調査問題番号 5年図回
英語一一一一ー音声，文の構造 調査問題番号 5年回国閉白回
3 研究の方法
(1) 研究の方法
訟も左研究方法として ，
ア 応答調査 イ分析官澗題Kよる調査 ワ付帯調査
を用いる。
(2) 応答調査について
全国中学校学力調査の問題(調査問題とよぷ〉についての生徒の応答内容を調査し分析した。とれを
応答調査とよぶ。
(3) 分析的問題による調査について
応答調査の結果をさらにくわし〈分析するためのテス ト問題を作!J，とれを分析的問題とよぶ。との
分析的問題を生徒~~草かせて ， その結果を分析の資料κ した。
応答調査の結果だけからでは，その問題を解くための知識・理解・技能念どの綴態や ，思考過程や，
つまずきの原因などがはっきりしないととが多い。そとで ，それらがよくわかるよう念問題を作って ，
生徒K解かせ，その応答を分析したのである。
分析的問題を，そのねらいによって分類すると，次のようKなる。
ア 調査問題を解〈のに必要な知識・理解 ・妓能などをみようとする問題
イ 調査問題を解〈思考返程をみようとする問題
ウ 調査問題を解く Kあたってのつまずきの原因をみようとする問題
エ 調査問題を解<1'(あたっての生徒の思考傾向をみようとする問題
との分数は必ずしも論理的ではない。ウ沿よびエはア陀包含されるとみるとともできるし ，イとエは
切bはなすζとができないと考えられるが ，こζではそのととにとらわれずに ，分析的問題C性格がよ
くわかるよう陀列言Eしたu
さて ，上のようなねらいをもっ分桁的問題を作るために用いた方法は ，なよそ次のとb りであるの
ア 調査問題を解〈のK必要な知識 理ー解技能を要紫的K分析し，それらの一つ一つKついての問
題を作る。
イ 調査問題を解く過程を分析して分節化し ，それらの分節どとの問題を作る。
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ワ 調査問題の問題の形式を変えて出題する。
。 客観的テストの形式の問題を自由記述の形式K変える。
口 多肢選択法の問題を真偽法の問題K変える。など。
エ 調釜問題について， 答えだけで左<，その理由を も警かぜる。
。 自由K文章などで記述させる。
。 選択肢の中の誤bの部分を指摘させる。など。
オ 調査問題の類似問題を作る。
。 調査問題の文章を変える。
口 調査問題と同ーのねらいと形式をもち ，素材ゃ問題場面だけが異念る問題を作る。
。 調査問題の中の一部の要素を簡単Kしたり，省いた]?，むずかしくしたり ，他の要素と入れか
えた問題を作る。
(4) 付帯調査について
分析的問題Kよる調査の結果K裏付けるために ，必要Kよって，調査対象生徒に面接調査をしたり，
謡査対象生徒の知能や学業成績左どを調査するととKした。とれらの調査を総称して付帯調査とよぶ。
(5) 調査対象生徒
全国中学校学力調査の抽出校で，新潟市の近く』てある中学校の中から 5か校を選ぴ，それらの学校の
第 1・2 ・3学年各 1学級の生徒を調査対象生徒忙した。
(6) 研究の日程
ω研究計画の作成
①応答調査の実施とまとめ
③各教科の研究内容の決定
④分析的問題の作成
@ 分析的問題vcよる調査の実施とまとめ
⑥ 付帯調査の笑施とまとめ
①研究のまとめ
- 4ー
4 0 年 5 月~ 6月
6 月~ 7月
6 月~ 7月
7 月~ 9月
?月-1日月
1 0 月~1 1月
1 1 月~4 1年 2月
(片相安治)
